
福祉と交通でつなぐ地域の足

～ 流山市の福祉施策と公共交通施策 ～

令和８年６月２０日（土）

流山市

健康福祉部 福祉政策課

まちづくり推進部 まちづくり推進課交通計画推進室
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公共交通の現状とサービス導入の検討

➢ 令和6年4月、１日５３便の減便

➢ 令和７年１０月、１日２２便の減便

➢ 運転士不足、時間外労働規制が原因
市内の公共交通網
（令和３年４月時点）

➢ 令和４年１２月、京成バス２路線が廃止

➢ 利用者の減少、運転士不足が原因

◼ 公共交通の現状

➢ 燃料費や人件費の高騰

➢ バスの運転士不足による「減便」や
「路線の廃止」が相次ぐ

➢ 公共交通を維持することさえ困難な
状況

◼ 路線バスの廃止

◼ 流山ぐりーんバスの減便
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公共交通検討地域
（公共交通を利用しにくい地域）

公共交通の現状とサービス導入の検討

◼ サービス導入の検討

➢ 「公共交通検討地域」において
公共交通導入に関する要望が
あった場合、検討を進める

➢ 市内を相対的に見て、公共交
通を利用して「移動ニーズの高
い駅」に行きにくい地域

◼ 公共交通検討地域

【移動ニーズの高い駅】

 流山おおたかの森駅、南流山駅、   
江戸川台駅、初石駅、                  
流山セントラルパーク駅、平和台駅、
南柏駅、 新松戸駅
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令和７年度の利用者数

総利用者
(人)

制度利用者
(人)

制度利用率
(％)

予算額 
（千円）

926,233 219,200 23.7 17,934
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概要

流山市にお住いの７５歳以上高齢者に対し、

運賃の半額を市が負担します。

高齢者の移動手段の確保と流山ぐりーんバス

の利用促進を図り、高齢者福祉の向上に資す

ることを目的としています。

高齢者の交通機関利用支援事業として、

高齢者支援課において予算措置しています。

対象者

１ 流山市在住の７５歳以上の方

２ 高齢者割引証をお持ちの方（要申請）

市独自事業
まちづくり推進課

高齢者支援課

実績

流山ぐりーんバス

流山ぐりーんバス高齢者割引制度



福祉タクシー利用券の交付

概要
重度障害者が市と契約した福祉タクシーを利用した場合に、運賃の一部を助成します。

助成額は、運賃の１０分の９相当です。
※利用１回あたり７２０円まで
※１か月につき６枚（人工透析を受けている方は８枚）まで

対象者 (１～３いずれかの条件を満たす方)

１ 身体障害者手帳１・２級、
または肢体不自由（上肢を除く）３級

２ 療育手帳Ⓐ・Ａ

３ 精神障害者保健福祉手帳１級

実績
交付人数及び助成額

交付人数
(人)

助成額
(円)

令和６年度 1,309 19,079,520

令和５年度 1,290 20,256,300

令和４年度 1,263 21,108,130

市独自事業
障害者支援課
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自治会館

スーパーマーケット

最寄り駅

➢ 毎週火曜日

➢ ９：００～１０：３０

➢ １日３往復

➢ １人１回５００円

➢ 定員４名

➢ １年間の実証実験
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八木南団地地区 乗合タクシー実証実験

市独自事業
まちづくり推進課

概要

市内の公共交通が利用しにくい地域（公共交通検討地域）において、地域住民の要望により、
地域公共交通活性化協議会で協議され実現した「乗合タクシー」です。

複数の利用者が１台のタクシーに乗り、時刻表の基づき決められたルートを運行します。

アンケート調査で明らかになった、主に高齢者の「買い物・通院」に対応する移動手段です。

また、利用者登録により、誰でも利用できる「公共交通」です。

乗合タクシー
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流山本町 グリーンスローモビリティ

市独自事業
まちづくり推進課

アンケート結果
✓ アンケート回答者の７７％が６０歳以上

 → 高齢者の関心が高く、移動手段を必要とする主な対象は高齢者

✓ 最も移動に不便を感じている目的地は病院

✓ 移動に不便を感じていない方の多くは、自家用車や自転車などを利用

✓ 数年後には新しい交通手段が必要という声が多い

グリーンスローモビリティ

概要

新たな公共交通の導入するため、地元自治会長が中心と
なり、市と協働で検討を進めてきました。

地元へのアンケート結果から明らかになった「高齢者の
通院」という需要に応えるべく、地域主体の「グリーン
スローモビリティ」の試験走行を実施しました。

試験走行は、市が賃貸借した車両を地元に無償で貸し出
し、地元が運行（運転手）を担う仕組みです。



福祉有償運送事業

概要
ＮＰＯや社会福祉法人などの非営利法人が、
自家用自動車を使用して、
介護を必要とする高齢者や障害のある方など、
一人で交通機関を利用して移動することが
困難な方を対象に、有償で行う
運送サービスです。

対象者（１～３の条件をすべて満たす方）

１ 以下のいずれかに該当する方

• 身体障害者

• 知的障害者

• 精神障害者

• その他肢体不自由、内部障害、
その他の障害がある方

２ 会員として登録された方

３ 他人の介助によらず移動することが困難で、
一人で公共交通機関を利用することが
困難な方

※ １～３の条件をすべて満たす方の付添人も
対象となります。

• 要介護認定を受けている方

• 要支援認定を受けている方

• 基本チェックリスト該当者

福祉政策課
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福祉有償運送事業 福祉政策課

※

数
値
は
各
事
業
者
実
績
の
合
計

実績
（１）

自家用有償旅客運送 車いす車 5 ( 4 ） 6 ( 4 ） 6 ( 4 ） 6 ( 4 ） 5 ( 4 )
自動車数（台） セダン等 87 ( 33 ） 64 ( 25 ） 63 ( 24 ） 64 ( 24 ） 65 ( 29 )

＊（　）内は軽自動車数を再掲
計 92 ( 37 ） 70 ( 29 ） 69 ( 28 ） 70 ( 28 ） 70 ( 33 )

(イ)身体障害者

(ロ)精神障害者

(ハ)知的障害者

(ニ)要介護者

(ホ)要支援者

(へ)基本チェックリスト該当者

(ト)その他

会員総数

走行キロ（キロメートル）

輸送回数（回）

輸送収入（千円）

交通事故件数

重大事故件数

死者数

負傷者数

10 15 14

0 1 1 1

運送する旅客の範囲
及び数（人）

23

2

165 189 236

545 652 762

222

0 0 0 0

2 2 2

280 403 460 397

677

75 47 48 41

9,122 12,720 10,949 11,366

0

16,292

事故件数
（4月1日から翌年3月31日まで）

1 0 0 0

輸送実績
（4月1日から翌年3月31日まで）

39,582 51,708 48,698 44,630

9,543 19,222 16,970

　　　　　１人当たり輸送回数（回）/年 17 20 14 17
　　　　　１回当たり輸送収入（円） 1,046 1,511 1,550 1,433

　　　　　１回当たり走行距離（キロ）/回 4.34 4.07 4.45 3.93
　　　　　１人当たり輸送回数（回）/月 1.39 1.63 1.20 1.40

　　　　　事業者数（事業者） 6 6 5 5

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

1 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0

令和７年度

14

1

0

437

243

0

63

1,623
15

1.29
4.20

758

49,146

11,696

18,984

0
0
0
0

5
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福祉有償運送事業

(３) ドライバー養成への支援

• (～Ｒ３年度)ドライバー養成講習会への参加に係る
費用を助成

• (Ｒ３年度～)事業者に対する運営費用助成の中で、
ドライバー養成講習会への参加に係る費用を助成

• (Ｒ６年度～)ドライバー養成講習会を市主催で開催

福祉政策課

実績
(２) 事業者に対する費用助成（Ｒ３年度～）

運営助成：１事業者１年度あたり上限１０万円

立上助成：１事業者あたり上限２０万円 ※１回のみ

福祉有償運送ドライバー養成講習会の様子

開催回数(回) 参加者数(人)

令和７年度 1 10

令和６年度 1 15
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外出支援サービス事業

概要
外出が困難な高齢者の自立した生活の継続、
向上と、家族の負担を軽減することを
目的としたサービスです。

居宅等の入口から、
病院・診療所や通所介護施設の入口までの間の
移動、乗降の手を添える程度の補助を行います。

福祉有償運送事業を行っている５事業者に
委託しています。

対象者（１～３の条件をすべて満たす方）

１ ６５歳以上でひとり暮らし
又は高齢者のみの世帯
及びこれに準じる世帯の方

２ 下記のいずれかを所持している高齢者

• 身体障害者手帳

• 療育手帳

• 精神障害者保健福祉手帳

• 千葉県特定医療費（指定難病）受給者証

• 特定疾病医療受給者証

３ 下記のすべてに該当する方

• 送迎を頼める家族がいない方

• 市民税非課税世帯の方

• 福祉タクシー利用券等、市の類似サービスの
利用をしていない方

• 生活保護を受けていない方

• 要介護認定

• 要支援認定

市独自事業
高齢者支援課

外出支援サービス 送迎の様子
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高齢者等
移動支援バス事業

概要
高齢者の積極的な社会参加を支援するため、
市内で送迎バスを運行している病院等の
協力により、バスの空席に無料で乗車できる
サービスです。

令和７年度にドライバー不足と高齢化によって、
ルートの廃止及び減便がありました。

令和８年２月現在、５病院の協力により
５ルート運行しています。

対象者（１～３の条件をすべて満たす方）

１ 満６５歳以上の方

２ 送迎バスに一人で乗降できる方（ドアの開閉含む）

３ 利用規約に同意した方

市独自事業
高齢者支援課
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高齢者免許返納一時金制度
概要

運転免許証を自主返納した７５歳以上の
高齢者に対し、路線バスやタクシー利用料金の
一部（１人あたり最大１０，８００円）を
助成します。

高齢者の運転免許証の自主返納及び
自家用車から市内公共交通機関への転換を
促進することで、高齢運転者による
交通事故防止及び市内公共交通機関の
利用促進を図ることを目的としています。

対象者（１～２すべての条件を満たす方）

１ 運転経歴証明書取得時に７５歳以上の方

２ 今までに本制度を利用したことが無い方

実績

（１）申請者数

申請者数
(人)

令和７年度 353

令和６年度 378

令和５年度 277

※令和５年度は１１月から事業開始

（２）対象事業者数

令和７年度 タクシー１２事業者

バ ス ３事業者

市独自事業
まちづくり推進課
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理想としては…
（地域福祉計画の策定に当たり）

みんな会いたい人がいて、

行きたいところがあって、用事があって、

そこに出かけていけること、

生活の中で活動し続けることが

一番良いのではないか
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課題

⚫ 福祉有償運送は担い手（ドライバー）不足

⚫ 地域にある既存の交通手段（資源）が把握されていない

⚫ 地域の声として移動手段を確保してほしいという声が上がるが、実態は？

⚫ 移動困難者や高齢者の生活実態は、交通部局での把握は困難

高齢者の移動手段の現状を把握するため、

福祉部局においてアンケートを実施

福祉領域で
できること

15



避難行動要支援者名簿
（地域支え合い活動）の
同意者12,232人の
居住分布

子育て世帯が多い地域
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現状の認識

移動手段を確保してほしい
という声が多い地域

移動手段を確保してほしい
という声が多い地域

※主なアンケート回答者

※主なアンケート回答者



移動手段に関するアンケート結果
Ｑ．普段の外出の目的や

行先はどこですか。

約９割が病院、買物

Ｑ．通院手段は何ですか。

約３割が

車両を運転して通院 17

n=500
n=308



移動手段に関するアンケート結果

Ｑ．自家用車は保有していますか。

５割が自家用車保有

Ｑ．免許証は返納しましたか。

約５割が免許証を保有
18

n=518 n=518



移動手段に関するアンケート結果

⚫ 外出目的は通院や買物が大半で、通院のうち約３割が車両を運転している。

⚫ ５割が自家用車を所有しており、運転免許証の保有率も約５割となって

いるため、移動困難者が多いとは言えない。

近い将来、自家用車を手放し、免許返納をする人が増えることが予想される。

現在は問題なくても、将来的なことを考えなければならない。

公共交通の利用呼びかけ、ドライバー確保の呼びかけ

福祉施策だけでは限界がある
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今後の展望

⚫ 「行く」手段だけではなく、必要なサービスが「来る」手段
（移動スーパー、訪問診療 等）

⚫ 歩いていける距離にある集いの場・介護予防の場
⚫ 地域のニーズや実情に合ったサービス

（グリーンスローモビリティ、乗合タクシー 等）

◆公共交通機関と、それらを補完する福祉施策の双方が連携することで
継続的に様々な移動ニーズの充足を図っている。
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⚫ 公共交通を
補完する制度
福祉有償運送、
移動支援バス 等

⚫ 公共交通
 電車、バス、

タクシー 等

⚫ 市全体の
交通デザイン

⚫ 移動困難者の声や
地域のニーズを集約、
交通部局と連携

福 祉交 通
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